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　「
ど
う
ぞ
」
と
薦
め
ら
れ
て
カ
ボ
チ

ャ
の
煮
つ
け
を
口
に
す
る
。「
こ
れ
は

家
庭
の
味
、
い
や
、
家
庭
の
味
以
上
…
」

―
―
製
造
工
程
見
学
は
、
途
中
か
ら
「
お

い
し
い
、お
い
し
い
」の
連
発
と
な
っ
た
。 

　
香
川
県
高
松
市
の
和
惣
菜
製
造
・
ア

オ
ヤ
マ
は
惣
菜
製
造
を
始
め
て
12
年
。

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
こ
こ
5

年
間
は
毎
年
1
億
円
ず
つ
売
上
を
伸
ば

し
て
き
た
。 

　
急
成
長
の
理
由
は
、
食
べ
れ
ば
わ
か

る
そ
の
「
味
」。
和
惣
菜
・
サ
ラ
ダ
１

０
０
種
類
以
上
、
毎
日
２
万
パ
ッ
ク
を

ス
ー
パ
ー
等
に
出
荷
し
、
工
場
の
稼
働

率
は
限
界
点
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
ほ
ど
だ
。 

 　
 

 
 　

ア
オ
ヤ
マ
の
惣
菜
は
な
ぜ
「
お
い
し

い
」
の
か
。
青
山
重
俊
社
長
の
種
明
か

し
は
こ
う
だ
。「
添
加
物
を
使
わ
ず
、

瀬
戸
内
の
い
り
こ
だ
し
で
手
作
業
で
調

理
し
ま
す
。
そ
れ
も
、
２
㎏
単
位
で
ね
」 

　
家
庭
で
の
作
り
方
に
近
い
か
ら
「
お

ふ
く
ろ
の
味
」
が
出
る
と
い
う
わ
け
だ

が
、
業
務
用
な
ら
１
０
０
㎏
の
大
き
な

鍋
も
あ
る
の
に
い
か
に
も
効
率
が
悪
い
。

事
実
、
１
つ
の
鍋
で
作
れ
る
惣
菜
は
20

パ
ッ
ク
程
度
だ
と
い
う
。 

　「
２
㎏
単
位
以
上
で
は
味
が
均
一
に

し
み
こ
ま
な
い
の
で
す
。
で
も
人
件
費

と
経
費
を
考
え
る
と
割
に
合
い
ま
せ
ん
。

ス
ー
パ
ー
の
方
が
見
学
に
来
社
さ
れ
る

と
、
皆
さ
ん
驚
か
れ
ま
す
」
青
山
社
長

は
豪
快
に
笑
う
。
儲
か
ら
な
い
と
言
い

つ
つ
、
大
き
な
鍋
で
大
量
生
産
す
る
気

は
な
い
の
だ
。 

　
ア
オ
ヤ
マ
は
他
社
の
惣
菜
と
は
一
線

を
画
す
製
法
を
選
び
市
場
で
の
地
位
を

確
保
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
分
、
経

営
面
で
は
で
き
る
限
り
の
生
産
性
向
上

と
コ
ス
ト
削
減
が
求
め
ら
れ
る
。 

　
前
者
に
つ
い
て
青
山
社
長
は
「
会
社

の
利
益
は
パ
ー
ト
従
業
員
が
出
す
」
と

位
置
づ
け
、
提
言
や
ア
イ
デ
ア
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
一
方
、
福
利
厚
生
面

に
も
注
力
。
90
名
ほ
ど
い
る
女
性
パ
ー

ト
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常

に
高
く
、
味
と
生
産
性
の
両
面
で
ア
オ

ヤ
マ
を
支
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。 

　
後
者
に
つ
い
て
は
、
経
験
値
を
駆

使
し
て
受
注
予
測
を
立
て
無
駄
の
な

い
材
料
発
注
に
努
め
て
き
た
が
、
取

引
先
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、
手
作
業

で
は
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
き
た
。

年
間
の
受
注
デ
ー
タ
は
１
５
０
万
件

に
も
及
ぶ
の
だ
。 

　
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
か
ら
の
電
子
自

動
発
注
を
受
け
る
仕
組
み
は
持
っ
て

い
た
も
の
の
、
取
引
先
の
シ
ス
テ
ム

が
変
わ
る
た
び
に
高
額
の
変
更
費
用

が
か
か
る
た
め
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の

整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。 

   　
社
内
に
は
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
人
材
が
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
青
山
社
長
は
地
元

の
Ｉ
Ｔ
会
社
社
長
で
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
の
資
格
を
持
つ
長
尾
和
彦
氏
に

相
談
を
持
ち
か
け
た
。 

　
取
引
先
の
中
に
は
、
納
品
の
２
日
前

に
な
っ
て
か
ら
正
式
な
発
注
数
を
知
ら

せ
る
会
社
も
あ
る
の
で
、
惣
菜
ご
と
の

受
注
予
測
を
立
て
、あ
ら
か
じ
め
原
材
料

を
準
備
し
て
お
く
し
か
な
い
。
し
た
が

っ
て
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
に
は
、各

社
か
ら
の
電
子
発
注
デ
ー
タ
を
取
り
込

み
つ
つ
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
様
々

に
活
用
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。 

　
長
尾
氏
は
条
件
を
満
た
す
シ
ス
テ
ム

化
を
検
討
す
る
過
程
で
、
あ
る
点
に
留

意
し
た
。
同
社
で
は
手
作
業
な
り
に
事

務
作
業
を
工
夫
し
、
そ
の
方
法
が
習
慣

化
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
化
に
伴
い
こ

こ
に
大
き
な
変
更
を
す
る
か
ど
う
か
。 

　「
形
の
決
ま
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
人
の
動
き
を
変
え
て
し
ま
う
の
は

社
長
の
思
い
と
は
相
違
す
る
。
そ
こ
で

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
一
元
管
理
し
て
、
そ

こ
か
ら
業
務
ご
と
に
必
要
な
機
能
を
取

り
出
す
形
を
考
案
し
ま
し
た
」 

　
ア
オ
ヤ
マ
が
年
々
成
長
を
続
け
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
の
規
模
拡
大

に
対
応
で
き
る
こ
と
も
考
慮
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、
受
注
デ
ー
タ
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
「
Ｓ
Ｑ
Ｌ
 

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
」
を

使
っ
て
サ
ー
バ
ー
に
保
存
。
経
営
情
報
、

材
料
調
達
、
製
造
・
出
荷

管
理
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に

応
じ
て
必
要
な
デ
ー
タ
を

表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ

ル
」
に
落
と
し
て
活
用
す

る
形
態
に
し
た
。
取
引
先

の
都
合
に
よ
る
受
注
形
態

の
変
更
も
よ
く
あ
る
が
、

最
近
の
変
更
例
で
は
、

他
社
で
は
対
応
に
50
万

〜
80
万
円
か
け
た
の
に

対
し
、
同
社
は
10
万
円
程
度
で
済
ん

だ
と
い
う
。 

　
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が

る
と
、
受
注
予
測
、
材
料
計
算
、
売
上

予
測
な
ど
各
種
数
値
が
目
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
青
山
社
長
は
「
新
し
い

世
界
を
見
ま
し
た
。
と
く
に
感
心
し
た

の
は
日
々
の
売
上
か
ら
１
ヶ
月
の
売
上

予
測
が
出
る
こ
と
。
足
り
な
い
と
き
に

す
ぐ
対
策
が
立
て
ら
れ
ま
す
か
ら
」
と

デ
ー
タ
を
持
つ
意
義
を
実
感
し
て
い
る
。 

　
長
尾
氏
は
併
せ
て
社
員
に
数
値
の
見

方
や
活
用
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
会

社
の
数
値
に
触
れ
る
こ
と
で
社
員
の
や

る
気
や
勉
強
へ
の
意
欲
が
さ
ら
に
上
が

っ
た
の
も
う
れ
し
い
効
果
だ
と
い
う
。 

　
利
益
を
生
む
の
は
人
―
ア
オ
ヤ
マ
は

と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
な
「
基
本
」
を

今
日
も
忠
実
に
実
行
し
て
い
る
。
　
　
 

  

　週に12時間ずつ訪問する形態をとり、社内で
システム構築や社員へのアドバイスなどを行ってい
る。データをどう活用するかの指導を並行したこと
が功を奏し、「長尾さんがいらっしゃると社員が興
味を持ち、一生懸命パソコンに向かって勉強する
んですよ」と青山社長は手ごたえを感じている。 
　コンピューターに興味がないと公言する青山社
長はシステムについては全面的に長尾氏に任せ
ているが、二人の仕事への取り組み方も正反対
だという。「私は何でも思いつきでやるが、長尾さ
んは計画を立てて練る」（青山社長）。このあた
りのバランスも2年にわたり信頼関係を持続して
いる原因かもしれない。 
　今後については、「会社の規模拡大に応じて
システムを評価していくことになるでしょう。さらに
便利にしていくべき点やセキュリティ面の対策など、
まだ課題はあります」（長尾氏）と、アオヤマの
成長を視野に入れた計画を立てている。 

ITコーディネータ 
　 
長尾和彦 氏 
有限会社エイド 
代表取締役 
http://www.aid.nu/

サポーター紹介 

 

 

方針 新しい情報化 ―各種電子受注への柔軟な対応と 
　　　　　　　データ活用 手間ひまかける家庭の味で差別化 

　・社員のモチベーション 
　・創意工夫 
　・青山社長のカンと読み 
 
課題 

成長に応じて求められる事務効率化と 
データに基づく経営 

　　受注予測の必要性、売上予測等 
　　スーパーからの各種電子発注に 
　　対応 
　　 

 
EDI 
EOS 
FAX 
などの 
受注 

データ 
ベース 

SQL 
Server

顧客管理 

製造振分 
出荷管理 

経営情報管理 

材料調達管理 

それぞれの業務に 
データを取り出して活用 

製造現場は、アオヤマの心臓部。切る、炊く、盛り付けるの段階に
応じて役割分担されている。鍋がずらっと並ぶ中、パート従業員の
女性陣が工夫をしながらてきぱきと働く。70代の方も2名ほど勤務
中とのことだ。 

長尾氏作成の資料による 

 

アオヤマの方針と課題 アオヤマの方針と課題 

会社の成長に合わせられるシステムを！ 

代表取締役社長　青山重俊　氏 

　12年ほど前に、核家族化の流れから和
惣菜に着目。試行錯誤の結果現在のスタイ
ルを生み出した。和惣菜は炊く部分がポイ
ント。したがって「うちは逆三角形で一番
上がパートさん。僕は一番下」と言い切る。 

会社概要 

URL： http://www.cookpick.com

株式会社アオヤマ 
香川県高松市香川町大野2446 
 
創　業：昭和58年 
従業員数：社員26名、パート90名 
事業内容：お惣菜製造卸　和惣菜、サラダ
を合わせて100種類以上製造。すべて本
社のある高松の工場で手
作りしている。味と製造
現場を見て取引を決断す
るスーパーが相次いでいる。
鍋から直接盛り付けする
ため、衛生面に優れ日持
ちが良いのも特徴。 

特集 ● 「非効率」だからいい！ 

２
㎏
単
位
で
コ
ト
コ
ト
煮
込
む
家
庭
の
味 

和
惣
菜
市
場
に
新
風
吹
き
込
む 

事
例
紹
介
②
　
香
川
県
・
和
惣
菜
製
造
　
ア
オ
ヤ
マ
　
の
場
合 

このプロセスは 
省略しない！ 

手間ひまかける 
製造工程 

―独自のビジネススタイルを補強する情報活用とは― 


